
●穀告

第9回 図学国際会議報告

堤 江 美 子Emiko TSUTSUMI,他

1.は じ め に

2000年7月28日 か ら4日 間,南 アフ リカ共和 国 ヨハ ネ

ス ブ ル グ市 のRandAfrikaans Universityに お い て 第

9回 図学国際 会議 が開催 された.会 議 全体 の参加者 は18

力 国92名,同 伴 者23名,日 本か らの参 加者 は39名 で,こ

れ までの同国際 会議 に比べ る と開催地 が アフ リカ大陸の

最南端 で遠か ったせいか,若干 寂 しい会議 となった.参

加国 の内訳 は,参 加者の 多か った順 に,日 本39名,米 国

9名,ポ ー ラ ン ド7名,ド イツ6名,ル ーマ ニア5名,

ス ロベ ニ ア4名,南 ア フ リカ ・カナ ダ各3名,エ ジ プ

ト ・チ ェコ共和 国 ・ブ ラ ジル ・オース トラリア ・フラ ン

ス各2名,オ ース トリア ・スエー デ ン ・イスラエル ・英

国 ・レソ ト各1名,不 明1名 であ る.開 催国 の参加登録

者が3名 だけ とい うの も,こ れ まで の同会議 に比べ て珍

しいのでは ないだろ うか.た だ し,多 くの ボラ ンテ ィア

学生が きび きび と3伝 い をこな し,会 議 の運営 はスムー

ズで あ った.ま た,開 催 期 間 中,会 場 脇 に はISGGの

事 務局 も設置 された(日 本か らの参加 者に はボラ ンテ ィ

ア と してお手伝 い してい ただいた.個 人的 にお 礼申 し上

げた い).

会 議 の 日程 は以下 の ようで あった.

7月27日 歓 迎 会

7月28日 登 録,開 会 式,招 待 講 演,テ クニ カ ル

セ ッシ ョン

7月29日 テ クニ カルセ ッシ ョン,晩 餐会

7月30日 学 会主催 の 日帰 り観光

(African Surprise Sunday)

7月31日 テ クニ カルセ ッシ ョン,フ ォー ラム,閉

会式

会議にお ける主 要テーマは以下 の とお りで ある.

(1) Theoretical Graphics and Applied Geometry

Theoretical Graphics ; Geometry of Curves and Sur-

faces ; Kinematics Geometry ; Descriptive Geome-

try ; Computer Aided Geometric Design ; Applica-

tion of Geometry in Arts, Sciences, Architecture and 

Engineering

(2) Engineering Computer Graphics

Computer Aided Design and Drafting ; Computa-

tional Geometry ; Geometric and Solid Modeling ; 

Product Modeling ; Image Synthesis ; Pattern Rec-

ognition ; Digital Image Processing ; Graphics Stan-

dards ; Graphic Metaphors and GUI Methodology ; 

Scientific and Technical Visualization

(3) Graphics Education

Teaching Techniques ; Educational Exercises, Prob-

lem Solving Methods and Student Projects ; Train-

ing and Evaluation for Spatial Abilities ; Multimedia 

in Graphics Education ; Educational Graphics Soft-
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ware; Graphics in Engineering Education; Psycho-

logical Aspects of Graphics Education 

(4) Other topics that involve Geometry and Graphics

これらのテーマに関するテクニカルセッションの講演

はプログラム上では88件 予定 されていたが,キ ャンセル

も少なくなかった.2つ の発 表会場がやや離れていた

上,参 加者が少なかったこともあって,開 催校の努力に

も関わらず会議が今ひとつ盛 り上が らずに終わったこと

は残念であった.今 後は,毎 回の会議の主要テーマとは

別に,前 回の会議の内容にもとついて,次 の会議で明ら

かにしてい くべ き主題や照準 を会議以前に明確にしてそ

れなりに準備することも必要 と思われる.し か し,開 催

校側の誠意に満ちたもてなしには,こ の場 をか りて感謝

の意を表したい.

なお,30日 の学会主催の観光では先住民族の歌 と踊 り

を楽 しんだ後,ゲ ーム ミー ト,つ まり狩猟によって得 ら

れる猟獣肉を楽 しむランチを経験した.い かにもアフリ

カ大陸外の人にとってのアフリカらしい趣向だった.た

だし,街 で目にした社会的階層の異なる人々の暮 らしぶ

りを思 うと複雑な心境になる.毎 回開催地を異にする国

際会議ならではの,会 議参加 とはまた別の勉強をした思

いがする.

以下に,会 議の詳細をセッション参加者の報告 として

載せる.

2.セ ッシ ョン報 告

2-1.招 待講演

・日時:7月28日11:15-13:00

・報告者:東 京大学 加藤道夫

2-1-1.招 待 講演 論文 一覧

(1) Space Grammar and the Form Properties of Ar-

chitectural Figures : N. Ando, N. Yamahata, S. 

Masumi, M. Chatani (Japan)

(2) Toward a Visual World-Will the Universities 

Follow, or Lead ? : A. Folkeson (Sweden)

(3) The Application of Geometry in Art, Science and 

Architecture : P. Hancock (Lesotho)

•y( 4) Four-Dimensional Geometry and Graphics 

 Education-Fifty Years of Development: 1950 to

 2000: S. M. Slaby, C. E. S. Lindgren (USA, Brazil)’†Ž~

•z(5) Conceptual Design of a Robot Vacuum Gripper 

for Handling Laser Disk Medium : V. O. Thomas,

L. T. Kim, L. L. Sing, E.W. Cho (Austraria)

2-1-2.招 待講演内容

講演は,(1)Chatani,他3名 による,折 り紙建築 を題

材 にしたもの,(2)Folkesonに よる新 しいメデ ィアテク

ノロジーが教育へ及ぼす影響,(3)Hancockに よる芸術,

建築,都 市 と幾何学の関係,(4)Thomasに よるコンパ ク

トディスクを移動す るロボ ッ トの開発 とい う4件 であ

る.な お,Slabyに よる講演も予定されていたが,彼 の

体調不良のため,残 念なが ら取 りやめになった.

日本か ら参加 したChatani等 は,彼 を中心 として考

案された折 り紙建築の建築形態分析への応用の可能性 を

示した.折 り紙建築はその制作上の制約から,何 らかの

意味で形態 を抽象化(単 純化)し ている.し たがって,

折 り紙建築 を分析することは,折 り紙建築化する過程で

の抽象化を含意 している.こ の意味で,折 り紙建築の分

析 は直接的な建築の分析にはならないという問題 もある

が,折 り紙建築 という単純化のプロセスを経ることで,

形態分析が容易になる可能性を示した興味深い研究成果

である.出 席者は分析結果よりも折 り紙建築そのものに

関心を示 し,質 問は,主 として分析より折 り紙建築がど

のようなものであるかに向けられた.バ ンコックは地元

レソ ト共和国の出身で,図 学が取 り扱 う,幾 何学が芸術

や建築,都 市にどのように応用 されているかを多 くのス

ライ ドを使用 して説明した.個 々の内容は新 しいものと

はいえないが,改 めて,図 学=幾 何学の応用範囲の広 さ

を例証 したいう点で興味深いものであった.

2-2. Theoretical Graphics and Applied Geometry

・日時:7月28日14:00-15:45

・報 告 者:卵 形線研 究セ ンター 蛭 子井博:孝

2-2-1.発 表 論 文一 覧

(1) Development of a General Algorithm for Con-

structing Algebraic Cuvees of Third Degree : A. 

Banai, M. Manevich (Israel)

(2) Determination of Thickness of Rotary Building 

Shell : A. Blach (Poland)

(3) Ceva's and Menelaus' Theorems for n-Dimen-

sional Space : M. Buba-Brzozowa (Poland)

(4) On Asymmery Axes and an Invariant of the

 Oval of Descartes : H.Ebisui (Japan)

(5) Reconstruction of the Satellite Orbit via Orienta-

tion Angles : A. M. Farag, G. Weiss (Germany)
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2-2-2.発 表内容

(1)射 影幾何を使 った3次 代数曲線の構成についてだっ

た.発 表者はかっぷ くがよく,ど っしりいた声で話

をしていた.2次 元を3次 元で考えるとどうなるの

かなど4つ の質問が出た.

(2)自 己紹介の後,Rotary Building Shellに つ いて興

味深い楕円の図を駆使 して説明した.質 問にも丁寧

に答 えていた.

(3)古 典幾何のチェバ,メ ネラウスの定理のN次 元へ

の拡張を話だった.3次 元の図と,後 は,記 号によ

る式を使われ一般化されていた.記 号のサフィック

スが,複 雑だった.

(4)卵 形線の内外分枝の長軸短軸の意義と性質 と簡単な

関係式(不 変量)に ついて話 した.ま た,蝸 牛線や

心臓形が,卵 形線の特殊例であることを話 した.そ

して,そ の応用について質問が出た.

(5)空 間のOrbitの 話で,座 標の取 り方等を一歩ずつ頭

に入れる必要があり,説 明に苦労 していた.

・感想:全 部理論の話で,15分 間にその論理 をFollow

するのは難 しいと思われた.だ から,あ らかじめ,題

だけでなく,興 味ある人のAbstractや,図 の一枚 で

も,一 週間前には,手 にはいるといいと思われた.し

かし,み んなよく準備 された発表であ り,質 問等が出

て和やかに終わった.な お,ヒ ヤリングが苦手な私に

は,高 尚す ぎたように思われた.学 習のため,Ele-

mentalyな 言葉 で話 す時 間が与 え られ る とい い と

思った.

・日時:7月28日16:15-18:00

・報 告者:慶 応 義塾大学 大野 義夫

2-3 . Theoretical Graphics and Applied Geometry

2-3-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Planar Grassmann Mechanisms with Multiple 

Inputs : G.Bitterfeld, J. Steiner, V. 0. Thomas, 

L.Bitterfeld (Australia)

(2) Analysis of the Apiral Patterns-Karakusa : K. 

Fuchigami (Japan)

(3) Comparison of Wavelets for Volume Rendaring :

 I. Gargantini, J. He, Y, Zhou (Canada)

(4) On Usage of Axonometric Projection as a Repre-

sentational Method of Architecture in the Early

 20th Century : M. Kato (Japan)

(5) Gergonne and Nagel Points for Simplex in n-

Dimensional Space : E. Kozniewski, R. A. Gor-

ska (Poland)

(6) G2Osculating Invollute Splines : M. Kuroda, S. 

Mukai (Japan)

2-3-2.発 表内容

このセ ッションでは6件 の発表が行われたが,割 り当

て られた時間が105分 しかな く,し かも,セ ッション終

了時刻にホテル行きのバスが発車するという,き わめて

きびしいスケジュールであった.

当セッションの発表の中で,筆 者にとくに興味があっ

たのは,渕 上季代絵さんと加藤道夫さんによるものであ

る(筆 者の興味が一致 したということであって,お 二人

ともたまたま日本人であることには,ま ったく他意はな

い).

渕上さんの発表は,唐 草模様などの,螺 旋 を利用 した

デザイ ンについて,そ の構造 を明 らかにした ものであ

る.対 数螺旋には自己相似性があり,ま た,唐 草模様に

見 られるような分岐構造にも自己相似性が見 られる.さ

らに自己相似図形による空間充填パター ンも興味深い.

これらをすべてかね備えたのが唐草模様であ り,詳 細に

見ると,そ の構成にはさまざまなバリエーションが見ら

れるという.計 算機科学の分野を背景 としてもつ筆者 と

しては,各 種唐草模様の数え上げや,フ ラクタル次元の

計算に発展 させてみたいと考えている.

加藤さんの発表は20世 紀初頭の建築図面に見 られる軸

測投影図の詳細 なサーベイであった.こ の分野にあまり

知識のない筆者ではあるが,コ ンピュータのない時代に

作成された美しい図面の数々に圧倒される思いで発表に

聞き入った.日 頃,コ ンピュータグラフィックスの透視

投影図ばか り見ていると,こ れら平行投影図がかえって

新鮮で,建 物の構造の表現にいかに適 しているかがよく

理解できた.た だ し,発 表時間の制限 と,論 文のページ

数の制約のため,十 分にそれ らを鑑賞するゆとりがほと

んどなかったのは,き わめて残念である.

2-4. Theoretical Graphics and Applied Geometry

・日時:7月29日9:00-10:4

・報 告者:大 阪大学 吉 田勝 行

2-4-1.発 表 論文 一覧

(1) Metric Characters of Spherical Perspective: A. 

M. Farag, A. H. El Sherif (Egypt)

(2) Studies of Geometry Integrated in Architectural
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Projects: C. Leopold, A. Matievits (Germany)

(3) Example of Solving a Theoretical Problem from 

Descriptive Geometry with Computer's Help : A. 

Muhic, D. Kusar, F. Janezic (Slovenia)

(4) A Deformation Algorithm of Railway Maps: T.

 Noguchi, Y. Ohno (Japan)

2-4-2.発 表内容

本セッションでの報告 は,「球面透視投象による実 寸

および実角の定量」,「建築設計過程で現れる図学作図課

題」,「コンピュー タ支援による図学作図の解法例」,お

よび 「鉄道路線図の変形表示アルゴリズム」の4題 であ

る.(2)「 建築設計過 程で現れる図学作 図課 題」では,

CADやCGの ような新 しい技法を建築設計で活用す る

上で,建 築形態の展開,結 果の作図による表現,写 真か

らの逆作図,設 計結果を背景に貼 り付 けてのブ レゼ ン

テーション等に関わる図学的知識が必須であ り,建 築学

科の学生に系統だてて教えておく必要があるとして,そ

の教育例が示されている.(4)「 鉄道路線図の変形表示ア

ルゴリズム」では,鉄 道の路線図を看板等にわかり易 く

変形して表示するについて,従 来熟練 した人手に頼って

いた原図作成を,コ ンピュー タで代行させ るアルゴリズ

ムの開発に関し,路 線の連続性を保ちつつ2次 元平面

上に変形させるための原理 と,東 京のJR線 および地下 鉄

の路線図への適用例が示されている.

・質疑:(4)「 鉄道路 線図の変形表示 アルゴ リズム」で

は,会 場 より3次 元的なつなが りを2次 元平面上に変

形 して表示出来るアルゴリズムが可能であるか との質

問があ り,発 表者 より,ラ ベルの置 き場所を考慮 した

変形アルゴリズム等と共に今後の課題 としたい旨の説

明があった.

・感想:単 に作図課題の作図 ツールによる解法の研究に

とどまらず,上 記のような多彩な内容の論文が発表さ

れてお り,計 算機時代の図学の拡が りを確認する意味

で重要である.

2-5.Theoretical Graphics and Applied Geometry

・日時:7月29日11:15-13:00

・報告者:大 阪産業大学 前田眞正

2-5-1.発 表論文一覧

(1) On the Design of Geometric Patterns-Periodic 

and Quasi• Periodic Color Schemes 2nd Report :

 Y. Okudaira, M. Maeda (Japan)

(2) The Harmonic Analysis of Polygons and Napo-

leon Theorem : P. Pech (Romania)

(3) Methods of Determining Instantaneous Rotation

 Centres of Rigid Bodies: K. Romaniak, F. Ro-

maniak, T. Mlynarski, M. Jonak (Czech Republic)

(4) Chaos and Geometric Order in Architecture and 

Design : P. Rubinowicz (Poland)

(5) Interactive Geometry in Architecture the Pyra-

mids of Giza : C.Rudman (SouthAfrica)

2-5-2.発 表内容

(1)sin,cosな ど私たちになじみの深い数学関数を使っ

て,カ ラフルな幾何学模様を発生させ るもので,ネ ク

タイ,ハ ンカチ,着 物などさまざまな物への応用が

広 く,こ の分野はまだ まだ多くの研究の余地がある.

(2)多 角形の密集する平面が調和的に解析され,基 本的

なk-正 多角形の合計の形で表される.ナ ポレオ ン

の定理とその一般化の見地か らペ トルの定理が研究

される.ペ トルの定理によって,任 意の多角形のう

ちの基本的な多角形が幾何学的に見い出される

(3)瞬 間中心回転法により剛体の速度と加速度の決定が

行われるが,そ の時オイラーの定理,ケ ネディの定

理などを用いている.

(4)良 質の建築空間のためには,秩 序 と無秩序のバラン

スが必要であると述べてお り,こ の理論は設計に応

用できる。

(5)ギザのピラミッドの起源 と目的は今日でも神秘的で

あり,そ の設計法は現代文明 と異なってお り,よ り

進んでいたと考えられる.ピ ラミッドの設計に黄金

分割 とπが相互的に深 くかかわ っていることを示

唆 している.こ の問題については活発 な質疑応答が

交わされた.

・感想:い ずれ も理論的で難解である.

開会式にて
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2-6. Theoretical Graphics and Applied Geometry

・日時:7月29日14:00-15:45

・報 告 者:女 子 美術 大学 面 出和 子

2-6-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Central Bipolar Projection of Three Dimensional 

Space on a Plane : S. Sulwinski (Poland)

(2) A Deformation Algorithm of Road Map : K.

 Wakaizumi, Y. Ohno (Japan)

(3) Geometry as Transformation : R. Wiggs (USA)

(4) On Collinear Griffiths Points : K. Witcznski (Po-

land)

(5) Standared Hyperboloid on Three given Lines 

P. J. A. Zsombor-Murray, A. Gfrerrer (Canada 

and Austria)

2-6-2.発 表内容

5件 の発表の うち3件 が,主 として図形科学が基礎と

する数学的理論,図 形科学理論の応用に関する幾何学的

研究で,ポ ーランドとカナダか らの発表であった.た だ

し報告者がこの分野での専門でなく,内 容についての解

説をお許し頂 きたい.し か しこれ らのプレゼ ンテーショ

ンまたはProceedingに,図 が使用 されていれば門外漢

の者にも多少の理解の助 けとなったのではないだろう

か.(2)Ohnoは,同 日午前のセッションで,“Deforma-

tionAlgorithm of Railway Map” を発表 してお り,そ

れに関わって,ナ ビゲーションシステムを念頭に置いた

道路地図の変形 を試みた ものであった.興 味深い研究

で,質 疑応答 も大変活発に交わされた.し か し,前 者の

方の完成度が高く,道 路については今後の研究の成果が

期待 され る.(3)Wiggsは,こ のテーマ を20年 以上 にわ

た って続 けてお り,ISGG Journal VoLl,No.2に も掲

載されている.今 回もまた多面体か ら展開 した美しい曲

面をもった造形作品を見せて くれた.日 本で もこのよう

な造形研究の分野が普及することが望 まれる.

2-7.Theoretical Graphicsand Applied Geometry

・ 日時:7月31日11:15-13:00

・報 告 者:東 京 大 学 山 口 泰

2-7-1.発 表 論 文一覧

このセ ッシ ョンは 「理論 的 グラフ ィクス と応 用幾何学

編 」(Theoretical Graphics and Applied Geometry)

の1つ で,特 に幾何学 の理 論的 な問題 と計算機 での応用

に関する研究が発表された.当 初は5件 の発表が予定さ

れていたが,1件 がキャンセルとなり,発 表は以下の4

件だった.

(1) A Method for Basic Evaluations of Subdivision 

Surfaces ; Y. Yamaguchi (Japan)

(2) Remarks on rigidity ; H. Stachel (Austria)

(3) Geometric Illumination & Isophotic Curves and

 Surfaces ; G. Weiss (Germany)

(4) Adaptive Parameter Control for Image Moment

 Based Painterly Rendering ; M. Shiraishi and Y.

 Yamaguchi (Japan)

2-7-2.発 表内容

(1)多 面体の分割 を反復することによって,曲 面形状を

得る手法 として細分割曲面がある.本 来,手 続 き的

に得られる細分割曲面のパラメタ化について議論す

るとともに,曲 面の座標や導関数の計算法について

提案した.細 分割の各ステ ップを表現する行列の固

有空間を利用 して,特 異点での収束性を議論すると

ともに,特 異点付近での計算の安定性を得る方法を

示 した.

(2)多 面体の各面の形状が一定なが ら,各 稜線における

2面 の角度が変化 して,全 体形状が変化可能な球に

同相な多面体 を “flexing sphere”と呼ぶ.こ のflex-

ing sphereのn次 元空間への拡張が “flexible cross

 polytope” であ る.4次 元 の場 合 のflexible cross

 polytopeの 一般的な性質 を示す とともに,そ の性

質を満たさな くてはflexible cross polytopeた りえ

ないという予想を示 した.

(3)2次 元空間に点光源を配し,そ の光源か らの照度が

一定となる線 を “isophotic curve” と呼ぶ.ま た,

その3次 元拡張版を“isophotic surface”と呼ぶ.そ

れ らの一般的な幾何学的性質について説明 してい

た.

(4)筆 者 らが開発 した色差の画像 モーメ ン トを利用 し

て,油 彩画風の画像を生成する手法の拡張方法につ

いて提案 した.こ こでは入力 として単なる2次 元画

像ではなく,奥 行情報 も与えられた場合に,そ の利

用法について議論 した.た とえば,背 景には大きな

ブラシス トローク,近 景には小 さなブラシス トロー

クを,そ れぞれ用いることで手前にあるものを細か

く描 く効果を出 したり,遠 くから近 くへ という順序

で描 くことによって輪郭を綺麗に描 くことができる

ことを示 した.
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最初 と最 後の2件 が幾 何学 の計算機応用,2番 目 と3

番 目の2件 が従来型 の幾 何学 についての発 表であ った.

対 象領域 がやや広範 にな ったこ ともあ り,議 論がや や低

調 であ ったのは残念 だ った.

2-8.Engineering Computer Graphics

・日時:7月28日16:15-18:00

・報 告者:青 山学院大 学非常勤 講師 斎 藤孝 明

2-8-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Road Junction Design in United Kingdom and 

Poland using Computer Graphics : D. Abraham, 

L. Zakowska (United Kingdom, Poland)

(2) Deformable Objects Modeling and Animation 

Application to Organs' Interactions Simulation 

M. Amrani, F. Jaillet, S. Pontier, B. Shariat, D. 

Vandorpe (France)

(3) Image Retrieval System in Databases : The 

Problem of Color Similarity : A. Conci, E. M. M. 

M. de Castro (Brazil)

(4) The Sky is Falling & Other Myths of EDG : A 

Product Life-Cycle Look at Engineering Design 

Graphics : L. D. Goss (USA)

(5) Multimedia in Graphics Presentations of Archi-

tecture : Kalcic, R. Gole (Slovenia)

2-8-2.発 表内容

このセッションはコンピュータグラフィックスをさま

ざまな分野に応用する発表を中心 として,こ れか らの図

的利用法を示唆するものであった.

(2)は医療分野に関連 して体積可変の物体についてのシ

ミュレーションの方法論を述べたものであ り,解 説,数

式,図 表のバランスの取れた発表であった.

(1)のコンピュータの画面上で線画による道路図を操作

するソフ トの発表において,画 面上でのピクセル表示 さ

れた画像は元デー タの近似値であ り粗す ぎるのではない

か?と いう指摘があった.最 近の日本国内においても同

様の手段を幾何の解法に適用 している例があ り,今 後 も

そのような応用例が増えるであろうが,十 分に注意すべ

き点であると思われる.

・感想/意 見:(5)で は論文のReferenceにURLが 記載

されている.時 代の流れを感 じると共 に,(情 報の維

持が不十分な)URLの 扱いに対する考慮が早晩必要

になると思わせ られた.

2-9.Engineering Computer Graphics

・日 時:7月29日11:15-13:00

・報 告 者:大 学 入 試 セ ン タ ー 椎 名 久 美 子

2-9-1.発 表 論 文 一 覧

(1) A Human Motion Analysis Using the Rhythm-

AReproducing Method of Human Motion- : K. Ko-

jima, M. Hironaga, S. Nagae, Y. Kawamoto (Ja-

pan)

(2) Development of Software to Record Solving Proc-

ess of a Mental Rotations Test : K. Shiina, D. R. 

Short, CL. Miller, K. Suzuki (Japan, USA)

2-9-2.発 表内容

このセッションでは,予 定されていた5件 の発表のう

ち3件 がキャンセルされ,日 本からの2件 の発表のみと

なった.や むを得ないことではあろうが,国 際会議 らし

くないセ ッションになって しまった点 は,少 し残念で

あった.

(1)では,ビ デオ画像に記録された情報から動作を再現

する際に,一 定の リズムに従って繰 り返 される動作に着

目することによって,よ り少ないフレーム数での補間を

行うための新 しいスプライン法が提案され,そ の適用結

果が報告 された.(2)で は,マ ウスで選ばれた選択肢1つ

だけが提示 されるようにしたMRTを,LAN環 境のPC

上で実施することで多数の被験者の解決過程データを収

集した実験,及 びその解析結果が報告された.

2 -10, Engineering Computer Graphics

・日時:7月29日16:15-18:00

・報 告者:近 畿大学 大学院生物理 工学研究 科 米村 貴裕

2-10-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Application of Constructional Graphics in Engi-

neering Computer Graphics : Z . B . Gradinscak

 (Australia)

(2) Development of an Automatic Paper Craft Gen-

eration System by using Gesture Interface: T. 

Yonemura, K. Hirose, S. Nagae (Japan)

(3) Solid Modeling of Leafless Canopy Trees for the 

Determination of Geometric Parameters that In-

fluence Leachate Chemistry : H. K. Ault, S. R.

Herwitz, D. F. Levia (USA)
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Rand Afrikaans University校 内

2-10-2.発 表内容

本セ ッションはROMANIAの 発表2件 がキャンセル

された.し たがって,私 を含めた3件 の発表とな り寂 し

いものであった.(1>は 自然物である石を効率よくモデリ

ングする手法についての発表であるが,次 に私の発表が

控えてお り集中して聴 くことができなかった.2件 目は

私の発表であったが,練 習時より早口になってしまった

上,日 本より持参したペーパークラフトモデルの見せ方

も失敗してしまった.反 省すべ き点である.質 疑応答は

なく安堵した反面,拍 子抜け してしまった感があった.

最後は実際に存在する木,特 にオークの木をモデリング

するものであった.人 工的にモデルを生成するのではな

い点が興味深 く,さ らにソリッドモデルとしてCADで

扱えるようにする解析手法が斬新であった.全 体的に質

疑応答が他のセッションに比べ淡白であったが,自 ら質

問をうなが した り,問 題を提起 した りする発表者がお

り,国 際会議は議論や発表を楽 しむ雰囲気が強いもので

あ る と感 じた.再 び参 加す る機会 があれ ば,多 少 の

ジョークを交えなが ら議論を展開できるように…それ以

前に質疑応答が活発に行なわれる発表になるように努力

したい.

2-11.Graphics Education

・日時:7月28日14:00-15:45

・報告者:筑 波技術頬期大学 荒木勉

2-11-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Practice of CAD Education in a Women's Junior

College Information Processing Depatment : T. 

Araki, M. Horikoshi, K. Yamashima (Japan)

(2) Implementation of Solid Modeling in a Mechani-

cal Engineering Technology Curriculum : T. G.

 Boronkay, J. Dave (USA)

(3) Study of Ethics Education in the Field of De-

sign : S. Hirano, I. Sakamoto (Japan)

(4) International Experiences in Developing the 

Spatial Visualization Abilities of Engineering 

Students : C. Leopold, R. Gorska, S. Sorby (Ger-

many, Poland, USA)

(5) A Case Study of Multimedia Education in the 

Depertment of Information Engineering, College 

of Industrial Technology-Image Processing Edu-

cation: K. Hirose, N. lida (Japan)

2-11-2.発 表内容

ここではGraphics Educationの 分野で5件 の研究発

表が行なわれた.

最初の(1)では女子大学短期大学部情報処理科の学生に

も近年CADに 関する教育が必要 とされてきてお り,カ

リキュラムの中のCAD教 育の位置付けと彼女 らの製図

能力 を考慮 した教材 と指導法を用いて女子学生に適した

CAD教 育が行なわれているという発表がなされた.(2)

では機械工学のカリキュラムにソリッド・モデリングを

取 り入れ,学 生からも歓迎 されていること.学 科として

最新のツールを使 って最高の教育を行なうことは産業界

への準備教育 として必要であるが,こ れらに精通する教

官を見つけることが困難となっていることの報告があっ

た.(3)で は設計分野における倫理教育の研究 として倫理

教育の必要性,設 計教育における倫理,倫 理教育の方法

が話 された.(4)は ドイツ,ポ ーランド,ア メリカ合衆国

の3人 の共同執筆者が登壇 し,そ れぞれの工科系大学の

学生 を対象 とした空 間認識能力 をMCT, MRT, DAT

等により行なった結果が述べ られた.エ ンジニアはグラ

フィック手段によるコミュニケー ションを図るので,空

間認識能力を向上させるため,大 学間やその男女差か ら

の検討が加えられた.図 学の研究の分野においても国際

的な研究協力がなされている事を感 じさせ る発表であっ

た.(5は 情報工学科におけるマルチ メディア教育の事例

研究であった.画 像処理の教育方法において高校時代に

理系 コースでなく数学の力の弱い学生に対しても効果的

な方法 として紹介された.

興味深 く質疑応答の活発だった発表のひとつに(3)があ
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げ られる.聴 衆 の興味 をひいた問題 として会場 内か ら熱

心 な意見 が述べ られ た.自 国で はEthicsと い う言 葉 は

使 わず にEnvironmental Philosophyと い う言葉 を使 う

が実 際に はどち らが正 しいのか と言 った質 問が出 され,

会 場 内か らどち らの言葉 を使 って も問題 はない,と い う

応 えが 返 され た.そ れ に よ り,自 国 で もethicsを 教 え

るべ きとい う感想が述 べ られ た.ま た,会 場 か らEngi-

neeringとEthicsと は 別 の 分 野 で あ る か らEthicsの

Engineeringへ の 導 入は難 しい としなが らも本音 として

は教 えるべ きである とい う国の大学組 織の違 いが見 られ

る ような意 見 も述べ られ た.設 計 教 育 に お け るEthics

の 重 要性 が着 目された質疑応 答で あった.

Graphics Educationの 有 効 性 と必 要性 を幅広 く知 り

得 るこ との で きた講演 であ った.さ らに発展 すべ き分野

も見 い出せ,ま た国 による違 いの見 え る質疑応 答な ど国

際会議 として充分に機能 し,今 後 この分野 におけ る国際

共 同研 究 による研 究の輪 の広が りが期 待 されたセ ッシ ョ

ンであ った.

2-12.Graphics Education

・日時:8月29日9:00-10:45

・報 告 者:日 本 大学 今淵正恒

2-12-1.発 表 論 文 一 覧

(1) A Case Study on Applied Design Education us-

ing Pattern Making Software : N . Iida , K. 

Hatakeyama (Japan)

(2) Analysis of Teaching Process of Engineering De-

sign Graphics at the University of Texas from 

Standing on Graphic Science Education : M. 

Imabuchi, R. E. Barr (Japan, USA)

(3) An On-Line Library of Descriptive Geometry 

Problems : E. T. Santos, J. I. Rojas Solo (Brazil, 

Spain)

(4) Construction of Educational System for Mechani-

cal Design and Drawing Aiming at Improving 

Comprehensive Abilities-Educational System 

Responding to Recent Changing in the Environ-

ment in which Design is done : S. Hirano, Y. 

Morimitsu, Y. Nakazawa (Japan)

(5) Evaluation of Education through Course Evalu-

ation by Students in the Subject of Mechanical

 Design : H. Maki (Japan)

2-12-2.発 表 内容

日本か らの講演4件 を含む5件 の講演が な された.ブ

ラ ジル のE.T. Santosら が 発 表 した,(3)「 図 学設 問 の

オ ンライ ン ・ライブラ リー」で は,遠 隔学習 に も利用可

能 な インターネ ッ トを利用 した 図学 の新 しい学 習方法 と

して,コ ンピュー タネ ッ トワー ク上 のサ ーバ に図学 の設

問ラ イブ ラ リー を置 き,学 生が各 自で アクセス して解答

をす る方式 を採 用 してお り,教 員 が教 室で教育 す るこ と

な しに オ ンライ ンで学習 して,設 問に解答す る際 に付加

されるべ き画面 内の機能 や,設 問の解 答 に関す る履歴 お

よび評価 な どに関す る発 表が注 目された.

こ のオ ンライ ン ・ライブ ラリーを教 育 に利用 す る動 き

は,日 本 で も最 近WBT (Web Based Training)方 式

として コ ンピュー タ関連科 目の教育 法 と して注 目されて

いる.

今 淵 ら(2)が発 表 した米 国のEDG教 育 にお いて は,限

定 された ネ ッ トワー ク上 のサーバ か ら課題 フ ァイルをダ

ウ ンロー ドして利 用 して い るが,Webで 公 開 され,使

用す る図形教育 用 ソフ トウエ アの ライセ ンスの許諾が 大

きい問題 と して考 え られる.

2-13.Graphics Education

・日時:7月29日14:00-15:45

・報 告者:静 岡文化芸術 大学 望月達也

2-13-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Teaching Descriptive Geometry of the Faculty of 

Architecture in Ljubljana : D. Kusar (Romania)

(2) Education of Geometric Modeling for Graphic 

Communication at the Shizuoka University of 

Art and Culture : T. Mochizuki (Japan)

(3) Distance Learning in Engineering Education,

 Advantages and Limitations : M . R . Moustafa 

(USA)

(4) On the Space Collaboration System : K. Yoshida, 

K. Suzuki, M. Kato, H. Hayasaka, N. Hayata 

(Japan)

2-13-2.発 表 内容

本 セ ッシ ョンで は,教 育に関す る4つ の研 究発表が行

われた.は じめに,(1)ス ロ バニ アのLjubljana大 学 の建

築工 学科 にお け る図学教 育につ いて報告が あった.こ こ

で は,図 学 が 必修 科 目で あ り,第1学 年 で履 修 して い

る.図 学の 目的は二つ あ り,一 つ は,学 生 の空間能力 を
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高め るため,も う一つ は,図 面 な どの2次 元 メデ ィアに

3次 元空 間を表現す る技 法 を教 え るた めであ る.そ のた

めの,カ リキュ ラム,教 授 方法,演 習 な どにつ いて報 告

して い る.次 に,(2)静 岡 文 化 芸 術 大 学 に お け る グ ラ

フ ィ ックコ ミュニ ケー シ ョンのための ソ リッ ドモ デ リン

グ につ いて報告が あった.こ こで は,立 体 の形状 をその

特 徴で5つ に分類 し,ソ リ ッ ドモデ リ ング を効率 よ く習

得 す るための方法 を提案 し,そ のための カ リキ ュラム,

例 題,演 習 な どにつ いて報告 してい る.さ らに,(3)工 学

教 育の遠 隔授 業 につ い て,OldDominion大 学(USA)

か ら,衛 星 通信 を利用 し,30以 上 の リモー トに対 し,機

械 要素設計 とデザ イ ンプ ロジェ ク トコースを教育 した実

績 か ら,遠 隔授 業 の利点 と問題 点 につ いて 報 告が あ っ

た.最 後 に,(4)大 阪大 学か ら,ス ペー ス コラボ レー シ ョ

ンシステム と呼 んでい るコ ミュニ ケー ションネ ッ トワー

ク を利用 した図学 の遠 隔授業 について報告 があ った.

2-14.Graphics Education

・日時:7月31日9:00-10:45

・報 告者:大 学入試 セ ンター 椎名 久美子

2-14-1.発 表 論 文 一 覧

(1 ) Multimedia in Graphic Presentations of Archi-

tecture : Kalcic et al. (Slovenia)

(2) Generating Exercises from Descriptive Geome-

try : A. Sarman, J. Sarmanova (Czech Republic)

(3) New Educational Approaches to Descriptive Ge-

ometry in the Field of Architecture Dynamic 

Presentations: A. Schmid-Kirsch, F. Lu-Pogenkopf 

(Germany)

(4) Design and Drawing Education for New Employ-

ees : S. Sekiguchi, H. Yokogi, S. Yokota, K. Mi-

zuno, S. Hirano (Japan)

2-14-2.発 表内容

このセッションでは,1件 の発表追加 と2件 の発表取

り消 しがあ り,計4件 の発表が行われた.

Kalcicetal.の 発表では,建 築家がプロジェク トに

ついて説明する状況を想定 して,マ ルチメデ ィアを駆使

したプレゼンテーションとして学生に製作 させた作品が

紹介された.ま た,プ レゼ ンテーションの前段階として

のスケッチ教育 も不可欠という発表者の考えが,発 表後

の討議の中で強調 された.

Sarmanet al.の 発表は,図 法幾何学 の教育のため

に開発されたプログラムの一部を紹介 したもので,錐 の

作成,接 線,直 線 と錐の相貫等の練習問題やテス ト問題

を生成することが出来ると言 う.プ ログラム全体は,教

師も学生 も使 うことが想定されているようだった.

Schmid-Kirsh et alは,透 視図の歴 史につ いての考

察も交えつつ,動 画を用いて教 えることで学生の理解が

容易になると思われる トピックとして,点 の軌跡 として

の楕円や球の斜投影などを,動 画の具体例 を出して紹介

した.発 表後の討議では,教 育手段 として動画を重視す

ると共に手書きの教育も必要 という発表者の考えが示さ

れた.

Sekiguchi et al.の 発表では,デ ザイン会社における

新入社員教育プログラムが紹介された.発 表後の討議で

は,大 学でCADを 扱った経験があるはずの大卒者に対

して,企 業で再びCADを 教えるのは何故か,と いう質

問が米国の研究者から出た.大 学での基礎的なCAD教

育を受けて,企 業内教育でCADを 使いこなせ るように

する,と いう日本の状況が発表者か ら説明される と共

に,日 米の大学におけるCAD教 育の違いが会場から指

摘された.

2 -15. Graphics Education

・日時:7月31日11:15-13:00

・報 告 者:青 山学 院大学非常 勤講 師 斎藤孝 明

2-15-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Development and Assessment of Multimedia 

Software in Improving 3-D Spatial Visualization 

Abilities : S. Sorby, H. B. P. Gerson, B. J. Baart-

mans (USA)

(2) Evaluation of Mentally Perceived Distance of 3-D 

Objects used in Mental Cutting Tests : E. Tsut-

sumi, A. Ichikawa, N. Kadowaki (Japan)

(3) The Development of Spatial Visualization Ability 

with the use of Internet Technology : H . Yok-

osawa, H. Sueoka (Japan)

(4) Comparison between a Standard Mental Cutting 

Test and a Photo Stereo Graphic Mental Cutting

 Test : T. Saito, K. Suzuki (Japan)

(5) Study Concerning the Relationship between 

Words and Shapes in Determining the Form of 

Construction : K. Yamauchi, K. Yoshida (Japan)

(6) On the Selection of Topics Suitable for Descrip-

tive Geometry Courses for University Students
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of Architecture : C. Putz (Germany)

2-15-2.発 表 内容

本 セ ッシ ョンは図学教 育 に おけ る教 材 開発 や 教 育手

法,教 育効果 について の発 表が行 われた.切 断面実形視

テス トに関す る発 表が3件 あ る内,教 育面が1篇,切 断

面実形 視 テス ト自体 に関す る物が2件 であ った.切 断面

実形視 テ ス トが図学教育 におい て地場 を固めて きて いる

こ とが伺 える.

空 間認識力 の発達 にお け るマ ルチメデ ィア ソフ トの影

響 に つ い て 論 じ たDevelopment and Assessment of

 Multimedia Software in Improving3-D Spatial Spa-

tial Visualization Abilitiesの 質 疑応 答 にお い て,利 用

した課題提示 ソフ トにつ いて,「 マ クロメデ ィア社のDi-

rectorを 使 う,従 って機種依存 しない」 とい う物 があ っ

た.教 材提 示 におい てWebベ ー ス の利 用 が進 ん でい る

こ とを痛感 した.こ の ようなコ ンピュー タの利用が進 む

状 態に もか かわ らず,こ の発表者 は旧来 の手 書 きの訓練

も併 用 してお り,手 書 きに よる教育 効果 の重 要性 を感 じ

る.

・感想:本 セ ッシ ョンの6件 の発 表の内2件 が論文未掲

載であ った.両 者 の発 表 は表 やグ ラフを多 用 して お り

比 較的判 りやすか ったので発表 に よ り内容 の概要 は理

解 は出来 た と思 われるが,締 切 の遵守が望 まれ る.

2-16.Other Topics of lnterest

・日時:7月29日16:15-18:00

2-16-1.発 表 論 文 一 覧

(1) A Photographic Method for Panoramic Sequence 

with a Regular Camera-Part 3 Application to Sky

 Photograhs : M. Ohnishi (Japan)

(2) Shape Cognition in Geometric Figures : J. Sato 

(Japan)

(3) The Use of Multimedia Approach in Centralized 

and Distributed Applications : A. Zakari (France)

(4) Introducing Students to CAD Selection and Con-

trol Technology Issues : P. E. Connoly (USA)

(5) Correlation between the Spatial Ability Evalu-

ated by a Mental Cutting Test and General 

Intelligence-A Hierarchical Structure in Spatial 

Abiliy : Y. Sugai, K. Suzuki (Japan)

2 -11. Other Topics of Interest

・日時:7月31日9:00-10:45

・報 告 者:東 京 工科大学 渕上季 代絵

2-17-1.発 表 論 文 一 覧

(1) Aesthetic Sequential System -The Consolidated 

Potential of Specific Configurations : M . J . Chap-

man, V. R. Ulblicht (Brazil)

(2) 3D scanner based on Multi Perspective Projec-

tion : K. Tytkowski, M. Bizon (Poland)

(3) Simulation Based Surface and Solid Modeling

 Techniques : H. Hogen, A. Nawotki (Germany)

(4) Light and Shadow in Painting-Concerning the 

Expression of Shadows in Western Painting : K. 

Mende (Japan)

(5) Design and Drafting Capacity Reflected in 

Newly Developed Product-Development of Dou-

ble Lock for Theft Prevention : K. Mizuno, S. 

Yokota, S. Hirano (Japan)

2-17-2.発 表内容

最終 日に行なわれたこのセ ッションは 「Other Topics

 of Interest」 のとお り,全 く分野の異なる研究5件 の発

表が行なわれた.そ の内容をあげると,美 術教育法につ

いて,2D画 像 か ら3D画 像生成に関す る問題,曲 面生

成のためのデータ構築に関する研究,絵 画における陰影

表現 についての考察,自 転車の二重ロックの設計と製図

に関する報告 と,美 術系,CG系,機 械系が集 まった結

果になった.特 にASESIと いう美術教育 システムの発

表は,か なり概念的,抽 象的な部分もあったが,心 理,

認知,知 覚などの様々な分野の理論を取 り入れたシステ

ムを目指 してお り,興 味深かった.日 本か らは面出氏,

平野氏がそれぞれ登壇 したが,日 本ではめったに美術系

と機械系が同一セ ッションになることはないため,不 思

議な新鮮さがあった.本 セ ッションで気になった点は,

プロシーディングスに記載されている主著者以外の方の

口頭発表が3件,論 文タイ トルと内容の変更が1件,他

のセ ッションからの移動が1件 と,プ ログラムの変更が

多かったことである.そ れぞれ事情があるにせよ,参 加

者に対 してはもちろん,各 自の研究とその発表の場に対

しての責任 という点からも憂慮すべ きことだと思う.

2-18.フ ォーラム ・ISGG総 会 ・閉会式

・日時:7月31日14:00-17:15
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・報告者:東 京大学 鈴木 賢次郎

会議 最 終 日の午 後 に は,Weiss教 授 の 司会 で オ ー プ

ン ・フ オーラムが 開催 された.こ こで は,28日 に行 われ

たGoss教 授 の講演(“The Sky is falling & Other

 Myths of EDG:AProduct Life-Cycle Lookat Engi-

neering Design Graphics”(28日16:15-18:00))

―「すべ て の技術 に は30年 程 度の ライ フ ・サ イ ク ルが あ

る.3D-CADは す で に古 い技 術 に な りつ つ あ り,近 い

将 来,“Virtual Design” に とって替 わ られ る.こ こで

は,図(の みな らず,形 状 生成 も?)は まった く不要 と

なる.」 一 を巡 って議 論が行 われた.鈴 木か ら,「 ドラフ

ターか ら2D-CAD,そ し て,3D-CADと 技 術 革新 が行

われ,今 後 も新 しい技術 がでて くるの は間違 いない.ま

た,3D-CAD技 術 の出現 に よって,設 計 におけ る図 は,

設 計情 報の全 面的 な担 い手 としての地 位 を失 った.し か

し,現 在 の3D-CADに お い て も,立 体 形 状 は デ ィス プ

レイ上 の2次 元表 現一 図一 と して表 現 され て お り,ま

た,組 み立 て等,人 手 に よる作業 が必要 な工 程で は,依

然 として図面 も必要で ある.い わゆる “Virtual Design”

に お いて も,(鈴 木 が知 る限 りにお いて は)ゴ ー グル上

の立 体視 画 像一 図一 と して表 現 され てい る.こ の よ う

に,設 計 にお ける イ ンター フェース/コ ミュニケー シ ョ

ン ・ツール として の図 の重 要 性 は変 わ って い ない.ま

た,シ ミュ レー シ ョン結果 の可視化,エ ンタテ イメ ン ト

(CG映 画,ゲ ー ム)で の利 用 な ど,CGの 普 及 に よっ

て,図 的表現 の重要性 は増 しつつ ある.図 は,言 葉や,

数 と同様,有 史以前 よ り用 い られてお り,そ れ を取 り扱

う技術 や,特 定の分野(例 えば,機 械 設計)に おけ る相

対 的重要性 に変 化が あった りして も,図 が 人間に とって

重用 なこ とに変 わ りは ない.」 との 反論 が な された.図

の重 要性(不 要性?)に つ いて は,次 回の 国際会議 にお

いて,さ らに,議 論 を深 める こ ととな った.

ISGG総 会 では,鈴 木会長 よ り,ISGGの こ の2年 間

の活動 報告(個 人会員数:198名,国 際学会誌(Journal

 for Geometry and Graphics):年2号 発 行)が な さ

れ た.ま た,第10回 の 図 学 国 際 会 議(10thICGG)

は,2002年 夏 に,ウ クライナの オデ ッサで 開催 され る と

の報告 があ り,で きるだけ多 くの会 員が参加す る よう,

呼 びかけが なされた.近 々,次 期役 員選挙が行 われ る と

の 通知 が な され,次 期 会 長候 補 者 と して独 のWeiss教

授 が紹介 され た.自 由意見 の交 換 で は,英 のAbraham

教 授 より,英 語 におけ る質疑 応答が不得 意 な発 表者 もい

るので,各 発表 会場 に英語/母 国語 ので きる会 員を配置

して通訳 をして もらっては どうか との提 案が な され,次

回の国際会議からは実施する方向で検討することとなっ

た.ISGG総 会に引き続き,閉 会式が行われた.

●2000年11月30日 受付

つつみ えみこ

大妻女子大学社会情報学部
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